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前回「がんゲノム医療に係る診断技術料及び医学管理料の保険収載に関する要望書」（平成 31

年 1月 15日）にて要望させていただきましたように、がんゲノム医療では、次世代シークエン

サーを用いたがん遺伝子パネル検査等によってプロファイリングされる遺伝子変異の検出から、

それらの変異に対する薬剤や臨床試験の有無などを評価し治療方針を決定する専門家会議（い

わゆるエキスパートパネル)が必要です。 

今回は、エキスパートパネルに関する医療技術評価 として、「がんゲノム医療に係る診断技術

料及び医学管理料:18,287点」(保険未収載技術料)の要望をさせていただき、具体的な医療技術 


















